
 

（２）性質別経費 投資的経費が増加、その他の経費が減少 

○義務的経費 １，９３４億９４百万円（対前年度比 ＋７３百万円：＋０．０％） 

人件費の減少（▲２億６８百万円：▲０．２％） 

扶助費の増加（＋１億９６百万円：＋２．１％） 

公債費の増加（＋１億４５百万円：＋０．２％） 

○投資的経費 ６３９億３百万円（対前年度比 ＋４０億５９百万円：＋６．８％） 

普通建設補助事業（＋１８億３３百万円：＋５．２％） 

普通建設単独事業（＋１３億２百万円：＋６．６％） 

国直轄事業負担金（＋９億４１百万円：＋３１．７％） 

災害復旧事業費 （＋１億２０百万円：＋７．７％） 

○その他の経費 ２，０１４億２８百万円（対前年度比 ▲３３億７２百万円：▲１．６％） 

投資及び出資金（▲２４億円：▲８５．４％） 

    繰出金（▲６億６２百万円：▲８．２％） 

    物件費（＋３億９０百万円：＋２．０％） 

   （単位:千円）

元／30 元／21

％ ％ ％ ％ ％

193,493,873 42.2 193,421,064 42.2 192,420,643 42.5 100.0 100.6

 124,053,827 27.0 124,322,165 27.1 123,567,475 27.3 99.8 100.4

退職手当を除く人件費 112,245,616 24.4 112,559,839 24.6 112,459,193 24.8 99.7 99.8

退 職 手 当 11,808,211 2.6 11,762,326 2.5 11,108,282 2.5 100.4 106.3

 9,358,574 2.1 9,162,395 2.0 8,696,718 1.9 102.1 107.6

 60,081,472 13.1 59,936,504 13.1 60,156,450 13.3 100.2 99.9

63,903,039 13.9 59,843,928 13.1 59,880,910 13.2 106.8 106.7

 62,230,439 13.5 58,291,094 12.8 59,617,225 13.1 106.8 104.4

 補 助 事 業 費 36,929,840 8.0 35,096,636 7.7 25,061,586 5.5 105.2 147.4

 単 独 事 業 費 21,111,026 4.6 19,808,919 4.3 26,445,534 5.8 106.6 79.8

 国 直 轄 事 業 負 担 金 3,907,849 0.8 2,967,055 0.7 7,878,110 1.7 131.7 49.6

 受 託 事 業 費 281,724 0.1 418,484 0.1 231,995 0.1 67.3 121.4

 1,672,600 0.4 1,552,834 0.3 263,685 0.1 107.7 634.3

201,427,553 43.9 204,799,305 44.7 201,038,989 44.3 98.4 100.2

20,078,201 4.4 19,688,523 4.3 19,293,217 4.2 102.0 104.1

7,035,527 1.5 7,071,931 1.5 5,590,995 1.2 99.5 125.8

120,205,416 26.2 120,475,916 26.3 91,921,550 20.3 99.8 130.8

7,228,587 1.6 7,513,913 1.6 32,602,448 7.2 96.2 22.2

410,103 0.1 2,810,199 0.6 2,776,878 0.6 14.6 14.8

39,079,611 8.5 39,186,540 8.6 45,119,169 10.0 99.7 86.6

7,390,108 1.6 8,052,283 1.8 3,734,732 0.8 91.8 197.9

458,824,465 100.0 458,064,297 100.0 453,340,542 100.0 100.2 101.2

元 年 度 決 算 額 30 年 度 決 算 額
対 年 度 比21 年 度 決 算 額

（ 10 年 前 ）
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義務的経費：法令や性質上、支出が義務付けられており裁量的に減額できない経費で、人件費、扶助費、公債費

があります。公債費は、借り入れた県債の返済額です。義務的経費の割合は、財政の弾力性を示し、

その比率が高いほど財政が硬直化していることを意味します。 

投資的経費：道路等の基盤整備、公共施設の建設、災害復旧費等にあてられるもので、支出効果が長期間に及ぶ

ものです。 



性質別経費の状況
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4,588億24百万円
(㉚4,580億64百万円）
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